
第
四
十
九
条
の
七
第
一
項

災
害
の

原
子
力
災
害
の

災
害
が

原
子
力
災
害
（
原
子
力
災
害
が
生
ず

る
蓋
然
性
を
含
む
。）が

立
退
き

立
退
き
若
し
く
は
屋
内
へ
の
退
避

第
四
十
九
条
の
九

立
退
き

立
退
き
又
は
屋
内
へ
の
退
避

災
害

原
子
力
災
害
（
原
子
力
災
害
が
生
ず

る
蓋
然
性
を
含
む
。）

第
四
十
九
条
の
十
第
一
項

災
害

原
子
力
災
害

第
四
十
九
条
の
十
一
第
二
項

災
害

原
子
力
災
害
（
原
子
力
災
害
が
生
ず

る
蓋
然
性
を
含
む
。）

第
四
十
九
条
の
十
一
第
三
項

災
害

原
子
力
災
害

第
二
十
八
条
第
一
項
の
表
第
八
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
八
十
六
条
の
十
五
第
一
項

災
害

原
子
力
災
害

別
表
第
一
の
三
十
六
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

三
十
六
の
二

市
町
村
長

災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）
に
よ
る

被
災
者
台
帳
の
作
成
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も

の

別
表
第
二
の
五
十
六
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

五
十
六
の
二

市

町
村
長

災
害
対
策
基
本
法
に
よ
る
被

災
者
台
帳
の
作
成
に
関
す
る

事
務
で
あ
っ
て
主
務
省
令
で

定
め
る
も
の

都
道
府
県
知
事

災
害
救
助
法
に
よ
る
救
助
若
し

く
は
児
童
福
祉
法
に
よ
る
障
害

児
入
所
支
援
若
し
く
は
措
置

（
同
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第

三
号
又
は
第
二
項
の
措
置
を
い

う
。）に
関
す
る
情
報
、
障
害
者

関
係
情
報
又
は
精
神
保
健
及
び

精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法

律
に
よ
る
入
院
措
置
に
関
す
る

情
報
で
あ
っ
て
主
務
省
令
で
定

め
る
も
の

平成™œ年�月™˜日 金曜日 (号外第˜š˜号)官 報

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
九
条

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律

第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
十
八
条
の
う
ち
内
閣
府
設
置
法
附
則
第
二
条
第
五
項
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定
中「
附
則
第
二
条
第
五
項
」

を
「
附
則
第
二
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
六
十
九
条
の
う
ち
、
内
閣
府
設
置
法
第
四
条
第
一
項
中
第
十
九
号
を
第
二
十
号
と
し
、
第
十
八
号
の
次
に
一
号

を
加
え
る
改
正
規
定
中
「
中
第
十
九
号
を
第
二
十
号
と
し
、
第
十
八
号
の
次
」
を
削
り
、
同
法
第
十
一
条
の
三
を
改

め
、
同
条
を
同
法
第
十
一
条
の
四
と
し
、
同
法
第
十
一
条
の
二
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
中
「
第
十
一
条
の

三
中
「
第
四
条
第
一
項
第
十
九
号
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
二
十
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
一
条
の
四
と
し
、」を

削
り
、
同
法
附
則
第
二
条
第
五
項
第
四
号
を
削
る
改
正
規
定
中
「
附
則
第
二
条
第
五
項
第
四
号
」
を
「
附
則
第
二
条

第
四
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
七
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
七
十
条

削
除

附
則
第
四
号
中
「
及
び
第
七
十
条
」
を
削
る
。

（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
条

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
八
条
第
一
項
の
表
第
九
十
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
の
項
中
「
第
二
項
」
の
下
に
「
並
び
に
第
九
十
条

の
三
第
一
項
」
を
加
え
、
第
二
十
八
条
第
二
項
の
表
第
八
十
六
条
の
十
五
第
一
項
及
び
第
二
項
の
項
中
「
第
八
十
六

条
の
十
五
第
一
項
」
を
「
第
八
十
六
条
の
十
六
第
一
項
」
に
改
め
、
同
表
第
八
十
六
条
の
十
六
の
項
中
「
第
八
十
六

条
の
十
六
」
を
「
第
八
十
六
条
の
十
七
」
に
改
め
、
同
表
第
八
十
六
条
の
十
七
第
一
項
及
び
第
二
項
の
項
中
「
第
八

十
六
条
の
十
七
第
一
項
」
を
「
第
八
十
六
条
の
十
八
第
一
項
」
に
改
め
、
第
二
十
八
条
第
三
項
の
表
第
八
十
六
条
の

二
第
一
項
第
一
号
の
項
を
削
る
。

（
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五

十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
九
条
第
一
項
中
「
第
五
項
」
を
「
第
六
項
」
に
改
め
る
。

（
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

四
条
第
三
項
中
「
第
五
条
第
二
項
」
を
「
第
二
条
の
二
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
八
十
六
条
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
を
「
内
閣
総
理
大
臣
」
に
改
め
る
。

第
百
三
十
一
条
中
「
第
七
条
ま
で
」
を
「
第
九
条
ま
で
」
に
、「
及
び
第
七
条
」
を
「
、
第
八
条
及
び
第
九
条
」に
、

「
並
び
に
第
六
条
」
を
「
、
第
六
条
並
び
に
第
七
条
」
に
改
め
る
。

（
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
六
条

前
条
の
規
定
（
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
第
八
十
六
条
の

改
正
規
定
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
施
行
前
に
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
武
力
攻
撃
事
態
等

に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
第
八
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
し
た
指
示

は
、
前
条
の
規
定
の
施
行
後
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め

の
措
置
に
関
す
る
法
律
第
八
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
内
閣
総
理
大
臣
が
し
た
指
示
と
み
な
す
。

（
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出

さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
及
び
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
の
一

部
改
正
）

第
十
七
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
第
二
十
七
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
二
十
七
条
の
六
第
一
項
」に
改
め
る
。

一

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放

出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
十
号
）

第
三
十
一
条
第
一
項
た
だ
し
書

二

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
四
条
第
四
号
イ

（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
十
八
条

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
五
十
七
条
中
「
第
六
条
ま
で
」
を
「
第
五
条
ま
で
及
び
第
七
条
」
に
改
め
、「
存
立
、」の
下
に
「
当
該
非
常
災
害

に
よ
り
相
続
の
承
認
若
し
く
は
放
棄
を
す
べ
き
か
否
か
の
判
断
を
的
確
に
行
う
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
者
の
保
護
、」

を
加
え
、「
第
六
条
中
」
を
「
第
七
条
中
」
に
改
め
る
。
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